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1広報まつしま

実りあふれる秋

ま
ち
の
話
題
ま
ち
の
話
題
で
掲
載
し
き
れ
な
い
イ
ベ
ン
ト
や

写
真
は
町
の
F
a
c
e
b
o
o
k
や
I
n
s
t
a
g
r
a
m
で
配
信
中
。

松島町
Facebook
公式アカウント

松島町
Instagram
公式アカウント

手
樽
秋
の
実
り
に
感
謝
♬

ワ
ク
ワ
ク
収
穫
祭
＆
花
火
大
会

海
づ
く
り
大
会

ホ
シ
ガ
レ
イ
放
流
事
業
を

行
い
ま
し
た

　

10
月
24
日
（
土
）
手
樽
海
浜
公
園
駐
車
場
を
会

場
に「
手
樽
秋
の
実
り
に
感
謝
♬
ワ
ク
ワ
ク
収
穫

祭
」が
開
催
さ
れ
、
秋
晴
れ
の
も
と
松
島
産
の
新

米
や
野
菜
、
生
カ
キ
な
ど
が
割
安
販
売
さ
れ
、
ま

た
、
カ
キ
汁
の
無
料
試
食
の
他
、
紅
白
餅
や
松
島

と
ま
と
が
先
着
順
で
無
料
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
っ
て
同
様
の
イ
ベ
ン
ト
中
止
が
相
次
い
だ

な
か
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
方

が
来
場
さ
れ
会
場
は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
６
時
か
ら
は
花
火
大
会
も
行
わ
れ
、

秋
の
夜
空
に
１
８
０
０
発
も
の
大
輪
が
打
ち
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

10
月
19
日
（
月
）
磯
崎
鷺
島
漁
港
を
会
場
に
、

令
和
３
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
第
40
回
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
の
記
念
行
事
「
食
材
王
国
み
や

ぎ
第
17
回
大
会
記
念
リ
レ
ー
放
流
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

松
島
第
一
小
学
校
３
年
生
と
第
五
小
学
校
５
年

生
が
参
加
し
、
県
内
で
は
栽
培
漁
業
で
ホ
シ
ガ
レ

イ
の
他
、
ヒ
ラ
メ
や
イ
ワ
ナ
、
牡
蠣
養
殖
が
行
わ

れ
て
い
る
事
や
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
問
題

な
ど
の
講
話
が
開
か
れ
、
一
生
懸
命
メ
モ
を
取
っ

た
り
質
問
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

事
業
の
最
後
に
、
高
級
魚『
ホ
シ
ガ
レ
イ
』の
稚

魚
１
、０
０
０
匹
を
放
流
し
、
子
ど
も
達
は
地
元

漁
師
の
皆
さ
ん
ら
と
一
緒
に「
大
き
く
な
っ
て
ね
！
」

な
ど
と
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

さ
ぎ
し
ま

①ー秋の夜空に打ち上げられた花火　②ー秋の実りに舌鼓する来場者の皆さん
③ーむすび丸から『ホシガレイ』を受け取る子ども達　④ー大きくなってね！

② ①

④ ③

2 広報まつしま

「
松
島
ど
ん
ぐ
り
太
陽
光
発
電
所
」

竣
工
記
念
品
の
贈
呈
式
と
竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

音
楽
と
光
の
融
合

五
大
堂
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

平
沢
勝
栄
復
興
大
臣
が

視
察
の
た
め
本
町
を
訪
れ
ま
し
た

　

11
月
12
日
か
ら
23
日
の
期
間
、
中
央
広
場

を
会
場
に
松
島
五
大
堂
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

光
と
音
で
彩
ら
れ
た
五
大
堂
の
他
、
瑞
巌
寺

参
道
、
洞
窟
群
、
地
蔵
堂
や
三
聖
堂
が
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
、
幻
想
的
な
光
景
に
多
く
の
人
々

が
見
入
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

ま
た
、
日
中
に
は
円
通
院
の
美
し
い
紅
葉
を
、

夕
方
に
は
サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
む
人

々
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
瑞
巌
寺
の
夜
間
特

別
参
拝
日
に
は
、
夜
間
限
定
の
御
朱
印
も
頒
布

さ
れ
、
多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

11
月
11
日
、
平
沢
復
興
大
臣
が
来
町
し
、

松
島
海
岸
の
中
央
広
場
等
を
視
察
し
ま
し
た
。

五
大
堂
付
近
で
は
、
震
災
の
犠
牲
と
な
っ
た

方
々
を
追
悼
し
、
東
日
本
大
震
災
慰
霊
祈
念

碑
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
櫻
井
町
長
か
ら
震
災
の
被
害
状

況
や
復
興
状
況
、
観
光
客
の
入
込
状
況
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
８
月
よ
り
工
事
が
実
施
さ

れ
て
い
た
「
松
島
ど
ん
ぐ
り
太
陽
光
発

電
所
（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）
」
の
竣
工
を

記
念
し
、
11
月
12
日
に
日
本
国
土
開
発

株
式
会
社
様
か
ら
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
＋

マ
ッ
ピ
ン
グ
模
型
」
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

 

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
＋
マ
ッ
ピ
ン
グ
模
型
」

で
は
、「
防
災
」「
復
興
」「
歴
史
」「
観
光
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
時

の
状
況
と
復
興
の
歩
み
を
は
じ
め
、
町

の
歴
史
や
文
化
、
観
光
等
に
つ
い
て
、

衛
星
写
真
に
デ
ー
タ
を
重
ね
合
わ
せ
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
で
立
体
的
に
投
影
す
る

こ
と
に
よ
り
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
く

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
町
内
の
小
学
校
・
中
学
校

高
等
学
校
を
ま
わ
り
、
町
の
未
来
を
担

う
子
ど
も
達
の
郷
土
教
育
な
ど
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

　

12
月
11
日
ま
で
は
役
場
入
口
に
設
置

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ま
も
ご

体
験
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
同
日
、
竣
工
し
た
松
島
ど
ん
ぐ

り
太
陽
光
発
電
所
で
竣
工
式
が
行
わ
れ
、

日
本
国
土
開
発
株
式
会
社
朝
倉
建
夫
社

長
を
は
じ
め
事
業
関
係
者
ら
が
出
席
し
、

神
事
を
行
う
な
ど
し
て
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。

② ①

▼ライトアップされた和傘と紅葉▼松島海岸レストハウスにおいて櫻井町長から説明を受ける平沢復興大臣

①ー寄贈された「プロジェクタ＋マッピング模型」を見る朝倉社長（左）と櫻井町長（右）
②ー完成した「松島どんぐり太陽光発電所」
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加藤　誠一さん
（松島）

齋藤　久さん
（竹谷）

石川　征一さん
（松島）

太齋　雅一さん
（幡谷）

角田　富子さん
（幡谷）

身崎　恵一さん
（松島）

里見　暢行さん
（幡谷）

伊藤　強さん
（磯崎）

(故)渡邉　力さん
（高城）

赤間　長男さん
（幡谷）

濵田　敏幸さん
（本郷）

秋
の
褒
章 お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

旭
日
双
光
章

統
計
調
査
員
表
彰

文
化
の
日
宮
城
県
知
事
表
彰

松
島
町
善
行
者
・
功
労
者
表
彰

永
年
勤
続
農
業
委
員
表
彰

協
働
教
育
推
進
功
績
表
彰

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
に
関
連
す
る
表
彰

農
林
水
産
大
臣
表
彰

宮
城
県
知
事
感
謝
状

宮
城
県
統
計
協
会
会
長
表
彰

　

ホ
テ
ル
新
富
代
表
取
締
役
と
し
て
、

ま
た
、
日
本
旅
館
協
会
理
事
等
、
永
年

様
々
な
場
面
で
観
光
関
連
事
業
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
の

秋
の
褒
章
で
旭
日
双
光
章
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

加
藤
さ
ん
は
、
「
こ
れ
か
ら
も
観
光

業
界
、
旅
館
業
界
、
地
域
の
発
展
の
た

め
に
一
層
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
業
務
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
次
の
方

々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

● 

加
藤　

新
一
さ
ん　

（
本
郷
）

● 

渥
美　

喜
弘
さ
ん　

（
手
樽
）

● 

櫻
井　

誠
さ
ん　
　

（
手
樽
）

● 

笹
城
戸　

淳
子
さ
ん
（
竹
谷
）

　

太
齋
さ
ん
は
永
年
に
わ
た
り
、
町
議

会
議
員
活
動
を
通
し
て
、
地
方
自
治
の

確
立
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　

角
田
さ
ん
は
永
年
に
わ
た
り
、
松
島

町
選
挙
管
理
委
員
と
し
て
同
委
員
会
の

運
営
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

●
山
崎　

辰
男
さ
ん
（
北
小
泉
）

　

山
崎
さ
ん
は
永
年
に
わ
た
り
、
農
業

委
員
と
し
て
地
域
農
業
の
健
全
な
発
展

に
大
き
く
貢
献
し
、
一
般
社
団
法
人
宮

城
県
農
業
会
議
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

身
崎
さ
ん
は
永
年
に
わ
た
り
、
松
島

町
選
挙
管
理
委
員
と
し
て
同
委
員
会
の

運
営
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

里
見
さ
ん
は
永
年
に
わ
た
り
、
松
島

町
統
計
調
査
員
と
し
て
町
の
統
計
事
務

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
は
永
年
に
わ
た
り
、
行
政

員
と
し
て
地
域
の
発
展
と
町
政
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
邉
さ
ん
は
永
年
に
わ
た
り
、
行
政

員
と
し
て
地
域
の
発
展
と
町
政
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　

赤
間
さ
ん
は
永
年
に
わ
た
り
、
宮
城

中
央
森
林
組
合
の
役
員
と
し
て
事
業
の

推
進
に
努
め
、
林
業
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

濵
田
さ
ん
は
永
年
に
わ
た
り
防
犯
活

動
に
従
事
し
、
各
種
地
区
行
事
に
お
け

る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
や
防
犯
思
想
の

普
及
・
高
揚
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

●
瀨
野
尾　

千
惠
さ
ん
（
磯
崎
）

　

瀨
野
尾
さ
ん
は
永
年
に
わ
た
り
、
地

域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
松
島
町

の
地
域
学
校
協
働
活
動
の
振
興
に
大
き

く
貢
献
し
、
宮
城
県
教
育
委
員
会
よ
り

感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
、
仙
台
教
育
事
務
所

管
内
に
お
け
る
社
会
教
育
の
発
展
に
功

績
の
あ
っ
た
松
島
町
社
会
教
育
委
員
６

名
が
、
管
内
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議

会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

●
表
彰
さ
れ
た
社
会
教
育
委
員
（
６
名
）

　

志
賀　

寧
さ
ん　
　

（
社
会
教
育
委
員
長
）

　

郡
山　

宗
浩
さ
ん　

（
桜
渡
戸
）

　

村
山　

進
さ
ん　
　

（
磯
崎
）

　

岸　
　

恵
美
子
さ
ん
（
竹
谷
）

　

千
葉　

伸
一
さ
ん　

（
松
島
）

　

稲
富　

慶
雲
さ
ん　

（
手
樽
）

永
年
に
わ
た
る
功
績
　
各
種
表
彰
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令和元年１２月生まれ 町内在住で、各月１歳のお誕生日を迎える赤ちゃんを紹介します。

おめでと う

町の人口
町の人口　　（）は前月比
１１月１日現在　住民基本台帳

男　性
女　性
人口計
世帯数

６，６５４ 人  
７，０６４ 人  
１３，７１８ 人  
５，６７４世帯

（－１０ 人  ）
（－   １ 人  ）
（－１１ 人  ）
（＋  ５世帯）

す
く く
す 1歳

　「すくすく１歳おめでとう」
の掲載案内は誕生月の前々月
末～前月上旬頃にお送りして
います。
　ぜひご応募ください。
● 問合先　
　企画調整課　☎３５４-５７０２

　
　

さ
さ
き　
　
　
　
　
　
　

り
く

佐
々
木　

利
空
く
ん

令
和
元
年
12
月
12
日
生
ま
れ　

長
男（
幡
谷
）

ち
ょ
っ
と
気
の
早
い
小
さ
な
サ
ン
タ
さ
ん

似
合
う
で
し
ょ

後藤　蓬ちゃん
令和元年12月19日生まれ　長女（高城）
ヨーグルト大好き♥我が家のアイドル‼

ごとう　　　　よもぎ

　

10
月
20
日
、
利
府
町
と
の
境
に
あ
る

「
檀
山
」
で
松
島
第
二
小
学
校
の
５
年
生

が
森
林
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

檀
山
に
あ
る
植
物
の
種
類
や
特
徴
を
学

ん
だ
ほ
か
、
間
伐
作
業
の
様
子
を
見
学
し
、

実
際
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
木
を
切
る
体
験

も
し
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
、
林
業
に
携
わ
る
方
々
の

仕
事
に
つ
い
て
知
る
こ
と
で
、
身
近
に
あ

る
自
然
や
森
林
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感

し
、
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
気
持
ち
を
高

め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
は
、
「
松
島
ま
る
ご
と
学
」

と
し
て
、
宮
城
中
央
森
林
組
合
の
方
々
に

協
力
を
い
た
だ
き
町
内
全
小
学
校
５
年
生

を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
松
島
ま
る
ご
と
学
」

　

〜
『
森
林
学
習
』
〜

広報まつしまへの感想・ご意見をお寄せください
　日頃から広報まつしまをお読みいただき、ありがとう
ございます。
　広報まつしまへの率直な感想やご意見をお寄せいた
だける方は、以下のメールアドレスまでご連絡ください。
【メールアドレス】
matsushima_pr@town.matsushima.miyagi.jp ▲メール用QRコード

▲ サポートを受けながらのチェーンソー体験をしました。

▲ きめ細やかな情報提供等が期待されます。

日
本
郵
便
株
式
会
社
と

包
括
的
連
携
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た

　

11
月
５
日
に
日
本
郵
便
株
式
会
社
と
包
括

的
な
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

松
島
町
役
場
で
行
わ
れ
た
協
定
締
結
式
で
は
、

関
係
者
が
見
守
る
な
か
櫻
井
町
長
と
町
内
４

ヶ
所
の
郵
便
局
長
、
仙
台
東
郵
便
局
長
が
協

定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
郵
便
局
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
活
用
を
通
じ
て
、
日
常
の
防
災
活
動
や
大

規
模
災
害
発
生
時
の
相
互
協
力
、
高
齢
者
や

子
ど
も
等
の
見
守
り
、
道
路
損
傷
や
不
法
投

棄
等
の
情
報
提
供
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な

ど
、
町
民
の
安
全
・
安
心
と
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
等
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
締
結
さ

れ
ま
し
た
。
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タウンミーティング開催結果

　１１月５日、松島第五幼稚園を会場として、くぬぎ台地区に移住して子育てに奮闘している父母の有志
８名と櫻井町長が、定住や子育て支援等、松島の未来について語り合いました。

　今回のタウンミーティングでいただいた意見については、今後のまちづくりに生かしていけるよう検討
していきたいと思います。
　町ではタウンミーティングの参加団体を募集しています。“町長と町の未来ついて語り合いたい”
と思われている方は、町ホームページからお申し込みいただくか、下記へお問い合わせください。
● 問合先　企画調整課　☎３５４‐５７０２

●定住者を増やすには一定規模の宅地造成地があった
　ほうがよいのではないか。品井沼駅前は既に住宅地
　が形成されおり、その中で一区画、二区画更地があっ
　ても中々入りにくいのではないか。
●松島町は、観光地のイメージが強く仙台市から遠い
　と思っている方が多い。仙台市までのアクセスの良
　さや車の移動時間の短さを更にPRしたら良いので
　はないか。
●くぬぎ台地区は、地域コミュニティがよい地区だと
　感じる。移住検討者にとって、地域に馴染めるか不
　安に感じている人もいると思うが、幡谷地区は親し
　みやすいことを定住パンフレットでPRしたらよい
　のではないか。
●商店がないため、子供たちが買い物できる場所は、
　自動販売機だけになってしまってる。商店があると
　いいと思う。

●幡谷地区は田畑が多い地区なので、幼稚園児の農業
　体験等を通じて地区住民と児童の交流ができたらよ
　いのではないか。
●幼稚園の降園時間を午後２時にしてもらえたら働い
　ている方も迎えにきやすいのではないか。
●子育て支援センターが幡谷地区にもあれば参加者が
　増えるのではないか。
●幼稚園での一時預かりを充実してもらえるとよい。
●第五幼稚園はすばらしい建物なのでこの施設を活か
　し、保育機能も兼ね備えられればより良くなるので
　はないか。
●第五小学校は少人数で手厚い対応をしていただいて
　おり、勉強、運動、等子供たちの活躍する場をつく
　っていただいている。定住パンフレットでそういっ
　たこともPRしてみたらよいのではないか。

定 　住 子育て支援

▲町HP用
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「
世
界
で
最
も
美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
」加
盟
・
松
島
湾
の
活
動

▲砂団子を投げ入れる観光客

▲景色も楽しみながら清掃活動を行いました

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業一覧

　本町では、地方創生臨時交付金
を活用し、広報まつしま７、８、１０
月号に掲載した事業に加え、次の
５事業を追加します。
　本町における新型コロナウイル
ス感染症対応地方創生臨時交付金
事業は計４８事業となります。

感染症予防対策施設整備事業
（希望園）
事業費：1,600千円

希望園利用者(障がい児・障がい者
等)の感染症予防対策を図るため、
希望園内の老朽化した手洗い機器
等を整備する。

●担当：町民福祉課福祉班

避難所感染症予防対策換気型空調整備事業
（勤労青少年ホーム）

事業費：2,640千円
避難者等の感染拡大防止を図るた
め、指定避難所である勤労青少年
ホームに換気型空調設備を整備す
る。

●担当：中央公民館

避難所感染症予防対策換気型空調整備事業
（品井沼農村環境改善センター）

事業費：1,980千円
避難者等の感染拡大防止を図るた
め、指定避難所である品井沼農村
環境改善センターに換気型空調設
備を整備する。

●担当：産業観光課産業振興班

避難所感染対策事業
（品井沼農村環境改善センタートイレ改修事業）

事業費：7,920千円
避難者等の感染拡大防止を図るた
め、指定避難所である品井沼農村
環境改善センターのトイレ改修等
を行う。

●担当：産業観光課産業振興班

議場中継システム整備事業

事業費：7,000千円
議会開催中における感染症予防対
策として、議会の傍聴者を分散さ
せるため、議会中継を町民ホール
などのテレビに配信する環境を整
備する。
●担当：議会事務局

　

松
島
湾
が
平
成
26
年
に
日
本
で
初

め
て
加
盟
し
た
「
世
界
で
最
も
美
し

い
湾
ク
ラ
ブ
」
で
は
、
各
湾
の
魅
力

を
活
か
し
た
持
続
可
能
な
発
展
の
た

め
の
取
り
組
み
や
、
湾
の
環
境
保
全

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
11
月
３
日
、

松
島
湾
で
は
ア
マ
モ
場
再
生
活
動
と

清
掃
ツ
ア
ー
の
２
つ
の
事
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

福
浦
橋
で
は
、
N
P
O
法
人
環
境

生
態
工
学
研
究
所
に
よ
る
「
松
島
湾

ア
マ
モ
場
再
生
活
動
」
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
震
災
に
よ

る
津
波
で
激
減
し
た
藻
場
を
再
生
す

る
た
め
、
ア
マ
モ
の
生
育
に
適
し
た

底
質
に
近
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
福
浦
橋
を
訪
れ
た
多
く

の
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
協
力
頂
き
、

砂
団
子
１
５
０
０
個
を
海
に
投
げ
入

れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
松
島
高

等
学
校
観
光
科
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
が
町
内
で
行
わ
れ
、
松
島

高
等
学
校
の
生
徒
と
修
学
旅
行
生
が

一
緒
に
再
生
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
日
、
松
島
海
岸
エ
リ
ア
で
「
松

島
湾
清
掃
ツ
ア
ー
」
が
実
施
さ
れ
、

仙
台
市
な
ど
か
ら
20
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
海
岸
エ
リ
ア
を
散

策
し
な
が
ら
、
周
辺
の
清
掃
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
活
動
の
後
は
松
島
温

泉
や
旬
の
食
材
を
堪
能
し
、
観
光
ガ

イ
ド
の
案
内
で
国
宝
瑞
巌
寺
を
見
学

し
ま
し
た
。
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■表１　「家庭ごみ・資源物」収集日程
収　集　日 内　　　　　　容

通常どおり

収集休み

通常どおり

「燃えるごみ」の収集 (松島区・磯崎区・手樽区のみ )

～ 12/30 ㊌

12/31 ㊍～ 1/3 ㊐

1/4 ㊊～

1/11 ㊊・祝 (成人の日 )

■表 3　施設の閉庁・休館情報（12/29 ㊋～ 1/5 ㊋）

12/29 ㊋ 1/1 ㊎ 2㊏ 5㊋3㊐

×

×

×

×

×

×

×

×

〇

×

×

×

×

×

×

×

×

〇

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

4 ㊊

〇

×

×

×

×

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

■表 2　年末年始の指定給水装置工事事業者休日当番表
当番月日 問　合　先

☎354-4484

☎354-2710

☎354-2769

☎354-4376

☎354-3149

☎354-4484

☎354-2710

☎354-2769

事　業　者　名

松島住宅設備 (株 ) 

( 有 ) うちみ水道

(有 ) 水研

( 有 ) 斎藤設備工業所 

( 有 ) 美和工業

松島住宅設備 (株 ) 

( 有 ) うちみ水道

(有 ) 水研

12/29 ㊋

30㊌

31㊍

1/1 ㊎

2㊏

3㊐

4㊊

5㊋

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
の
日
程
、
水
道
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
関
す
る
ご
案
内

「
家
庭
ご
み
」
と
「
資
源
ご
み
」
の
収
集

　

年
末
年
始
の
「
家
庭
ご
み
」
と
「
資
源
物
」
の
収
集
な
ら
び
に
１
月

の
移
動
祝
日
（
成
人
の
日
）
の
可
燃
ご
み
の
収
集
は
表
１
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

※
年
末
最
後
の
収
集
後
は
、
ご
み
や
資
源
物
は
絶
対
に
出
さ
な
い
で
く

　

だ
さ
い
。
ま
た
、
収
集
日
以
外
の
ご
み
搬
出
は
絶
対
に
し
な
い
で
く

　

だ
さ
い
。

　

ご
自
身
で
ご
み
処
理
場
に
一
般
廃
棄
物
を
直
接
搬
入
さ
れ
る
場
合
は
、

町
で
発
行
す
る
「
搬
入
許
可
書
」
及
び
「
一
般
廃
棄
物
処
分
券
」
が
必

要
で
す
。

　

年
末
は
12
月
29
日
㊋
か
ら
役
場
が
閉
庁
と
な
る
た
め
、
ご
み
の
搬
入

を
す
る
場
合
は
12
月
28
日
㊊
に
「
搬
入
許
可
申
請
手
続
き
」
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
搬
入
先　

宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合

●
住　

所　

利
府
町
加
瀬
字
新
船
岡
５
番
地

●
受
付
時
間
（
平
日
の
み
受
付
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
（
午
後
０
時
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

水
道
管
が
凍
結
し
た
ら

　

水
道
管
の
凍
結
な
ど
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
表
２
の
事
業
者
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
凍
結
さ
せ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

水
抜
栓
を
閉
め
、
蛇
口
を
開
け
る
と
効
果
的
で
す
。
他
に
も
、
露
出

し
て
い
る
水
道
管
に
タ
オ
ル
や
毛
布
な
ど
を
巻
い
て
防
寒
し
た
り
、
メ

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
布
な
ど
を
入
れ
て
防
寒
し
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

水
道
事
業
所
施
設
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
０

施
設
の
閉
庁
・
休
館
情
報

　

各
施
設
の
閉
庁
・
休
館
期
間
は
表
３
の
と
お
り
で
す
。

　

期
間
中
の
町
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
す
べ
て
☎
３
５
４
‐
５
７
０
１

へ
お
願
い
し
ま
す
。

〇：開庁・開館日　×：閉庁・休館日

役場、水道事業所、
保健福祉センター（窓口）

ふれあいの湯
（保健福祉センター内）

アトレ・るHall
（文化観光交流館）

勤労青少年ホーム

松島運動公園

松島町温水プール美遊

B&G海洋センター

石田沢防災センター

塩竈斎場

31㊍30㊌

町
営
バ
ス
の
運
行
情
報

　

年
末
年
始
の
町
営
バ
ス
の
運
行
は
次
の
と
お
り
運
行
で
す
。
ご
利
用

の
際
は
ご
注
意
願
い
ま
す
。

運
行
情
報

　

■
12
月
26
日
㊏
〜
28
日
㊊　

土
曜
日
ダ
イ
ヤ
で
運
行

　

■
12
月
29
日
㊋
〜
令
和
３
年
１
月
３
日
㊐　

運
休

　

■
令
和
３
年
１
月
４
日
㊊
〜
５
日
㊋　

土
曜
日
ダ
イ
ヤ
で
運
行

　

※
日
曜
日
運
休

　

※
土
曜
日
ダ
イ
ヤ
：
北
松
島
線
第
６
便
、
北
松
島
（
中
廻
り
）
線
第
２

　
　

便
、
松
島
東
線
第
４
便
が
運
休
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班　

 

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

8 広報まつしま

先輩職員の声

求む。あなたの力
令和３年４月採用予定　松島町職員採用試験（上級・中級）

求む。あなたの力
令和３年４月採用予定　松島町職員採用試験（上級・中級）

試 験 区 分

職　　　　種

採用予定人数

受 験 資 格

上　　　級 中　　　級

幼稚園教諭

若　干　名

保　育　士

若　干　名

保　健　師

若　干　名

【大学卒業程度】
昭和６１年４月２日以降に
生まれた人で、大学を卒業
した人または令和３年３月
末までに卒業見込みの人の
うち、保健師の資格を有す
るか、令和３年３月末まで
に同資格を取得見込みの人
※短期大学は含まれません。

【短期大学卒業程度】
昭和５６年４月２日以降に
生まれた人で、保育士の資
格と幼稚園教諭免許の両方
を有するか、令和３年３月
末までに同資格を取得見込
みの人

【短期大学卒業程度】
昭和５６年４月２日以降に
生まれた人で、幼稚園教諭
免許と保育士の資格の両方
を有するか、令和３年３月
末までに同資格を取得見込
みの人

受付方法と採用試験日程

▼試験日程・場所

　所定の受験申込書に必要事項を記入の上（写真貼付）、土・日・祝日を除く１２月１日㊋から１２月１５日㊋
の間（午前８時３０分～午後５時）に総務課総務管理班へ提出してください。
　なお、郵送の場合は１２月１５日㊋までに到着したものまで受け付けます。詳細は町ホームページをご確認く
ださい。
※試験の申込書、実施要領は総務課総務管理班で配布します。

●１次試験　日程：令和３年１月２４日㊐　　　場所：宮城県自治会館
●２次試験　日程：令和３年２月２２日㊊　　　場所：未定

▼問合先
総務課総務管理班　☎３５４-５７０１

幼稚園教諭

▲HP用

　新型コロナウイルスの影響でイレギュラー
な状況で仕事がスタートしましたが、先輩に
も恵まれ、楽しく業務に取り組むことができ
ています。
　前職の看護師経験を活かし、町民の皆さんが
毎日健康に過ごすことができるよう頑張ります！

　無邪気にはしゃぐ子ども達が本当に可愛
いので、毎日のようにふれあっていると元
気が沸いてきます！
　沸いてきた元気で、子ども達の幼稚園生
活がもっと楽しいものになるよう日々試行
錯誤を繰り返しています。

松島第五幼稚園　　鶴田　慧理（入庁１年目）健康長寿課健康づくり班　　内藤　はるか（入庁１年目）

保健師

子ども達がとにかくカワイイです♥コロナに負けないように！
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認　知　症　を　知　ろ　う　③

認知症の本人や家族、地域の方などが交流できる場です。町内に 3カ所あります。
（新型コロナウイルス感染症の影響により、開催状況はお問い合わせください。）

場　所 問合先

① 相談窓口

● 問合先　地域包括支援センター　☎３５４-６５２５

認知症の方への支援

松島町地域包括支援センター

SaKuRa（さくら）カフェ（高城）

秋桜（コスモス）カフェ（磯崎）

わいわいカフェ「かこまち」（松島）

グループホーム桜の家　　　 ☎３５５-０３９６

グループホームコスモス　　 ☎７６２-５６０５

ひまわり会（松島医療生協）　☎３５３-３３０９

高齢者に関する総合相談 ☎354-6525

認知症に関する相談 ☎355-0396

若年性認知症の相談 ☎346-7068

介護保険に関する相談 ☎355-0677

いずみの杜診療所地域連携室　RBA相談室

松島町健康長寿課高齢者支援班

松島町認知症地域支援推進員
（グループホーム桜の家　内海裕氏）

気になることがあれば、まずは相談してみましょう。

② はいかい高齢者SOSネットワークシステム

③ 認知症カフェ

　行方がわからなくなったときに素早く捜索できるよう、塩釜地区２市３町の行政や警察、民間
の協力機関（介護サービス事業所、タクシー会社等）が連携して捜索するシステムです。事前に
松島町地域包括支援センターに相談して登録しておくと初動捜索がスムーズです。

こんなことができます！

〇 行政、警察、民間の協力機関が連携して捜索
〇 消防団による捜索
〇 松島町の安心安全メールでのメール配信
〇 防災無線での呼びかけ
〇 町、県、警察のホームページへの掲載
　　　　　　　　（あくまでも希望によります。）

おじゃま
しました

10 広報まつしま

認知症の予防　～いつまでも元気でいよう！～

　① よく食べよう！ ② よく体を動かそう！

③ よくおでかけしよう！ ④ お口の健康を保とう！

　やってみよう

脳を活性化しよう生活習慣病を予防しよう

認　知　症　を　知　ろ　う　①
　広報 10 月号では、「認知症の種類と症状」「加齢によるもの忘れと認知症によるもの忘れの違い」、
11月号では「認知症の方への接し方」について紹介しました。今月号の「認知症を知ろう③」では「認
知症の予防」「認知症の方への支援」についてご紹介します。

高齢者の中には、食べす

ぎて太る方もいますが、

むしろ問題なのは、食事

が偏ったり欠食したりし

て栄養状態が悪くなるこ

とです。

外出の機会が減ると、気

分が落ち込み、うつ傾向

になることがあります。

おしゃれをしたり、人と

会話をすることで、認知

症の予防につながります。

口には食べる、話す、

呼吸するなどの大事

な機能があります。

口を清潔に保ち、動

かすことで、脳を活

性化し、認知症を予

防します。

体を動かすことで、

脳や全身によい効

果があり、認知症

予防や転倒予防に

もつながります。

〇 生活習慣病は、認知症の発症リスクを高めます。
特に松島町は糖尿病予備軍が多いので要注意です。

〇買い物に行ったとき、商品の置き場を店員に聞かないで自分で探す
〇昔から好きだった趣味や楽しかった旅行などを思い出して人に話す
〇音楽を聴く、絵を描くなど自分の好きなことをする

〇 笑顔で楽しく過ごす
〇 お互いを褒め合う
〇 役割をもつ

笑ったり、人を褒めたり
人に褒められたりすると、
脳が活性化します！

笑ったり、人を褒めたり
人に褒められたりすると、
脳が活性化します！
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● 担当課：健康長寿課健康づくり班　☎３５５-０７０３　FAX ３５３-３７２２

健康診断結果を上手に活かしましょう

特定健診の検査項目

特定健診の受診票は、対象の方全員に、
毎年８月中に送付しています。
受診票が届いた方は、無料で受診でき
るので、毎年受診し、健康状態の確認
をしましょう。

せっかく健診を受けても、『要注意だけ
ど、体調が良いので何もしていない』
『再検査だったが、来年の健診まで様子
を見よう』　という方がいます。
健康診断は受けるだけでは意味があり
ません。
自分の身体の状態を知り、生活に活か
しましょう。

できることを見つけて、まず生活改善に取り組みま
しょう。来年の健診までに数値を改善する意識を持
つことが大切です。

服薬歴・自覚症状・他覚症状

身長・体重・BMI

腹囲

中性脂肪

HDLコレステロール

LDLコレステロール

GOT

GPT

γ-GTP

空腹時血糖

HbA1ｃ

血清クレアチニン

eGFR

血色素量

尿糖

尿蛋白

痩せすぎても太りすぎても、死亡率が高まります。
BMI22 ～ 25の間がもっとも長生きです。

放置すると、生活習慣病のリスクが高まります。

肝細胞が破壊されると高値になります。肝臓は沈
黙の臓器と言われ、症状が出る頃には取り返しの
つかない状態になっていることが少なくありません。

血糖値が高いと全身の血管にダメージを与えます。
HｂA1ｃは直近３か月間の血糖値の平均を表して
おり、健診の直前だけ気をつけても改善しません。

腎機能低下を放置すると１０～２０年後に人工透
析が必要になる可能性があります。
しっかり対策を！

腎機能低下と蛋白尿の両方がある場合は、腎臓病
のリスクが高まります。必ず受診してください。

診察

身体計測

血中脂質検査

肝機能検査

血糖検査

腎機能検査

貧血検査

尿検査

ココに注目！ 健診結果が気になったら
生活習慣の見直し時です

保健師・栄養士が健康をサポートします

■今より１５分余計に歩く
■飲酒量を減らす（肝臓も週休２日）
■禁煙
■おやつ・果物の食べ過ぎに注意する　　　など

特定健診は自費で受診すると７,０００円相当の
検査ですが、４０歳～７４歳までの松島町国民
健康保険加入者は、町国保が全額助成しており
自己負担なしで受診できます。

個別に健診結果の説明、生活改善のアドバイスを行い
ます。ご希望の方は、下記にご連絡ください。（予約制）

【健康相談日】
１２/７( 月 )、　1/１２( 火 )、　２/８( 月 )、　３/８( 月 )
いずれも午前１０時～正午まで
【場所】
保健福祉センターどんぐり
【予約電話番号】
健康長寿課健康づくり班　☎３５５-０７０３
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お
知
ら
せ

確
定
申
告
等
で
の

医
療
費
控
除
手
続
き
に
ご
注
意
を
！

　

確
定
申
告
等
を
さ
れ
る
方
で
、
医
療
費
控
除
の
適

用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」

の
添
付
が
必
須
と
な
り
ま
す
。
昨
年
ま
で
の
よ
う
に

医
療
費
領
収
書
の
添
付
、
ま
た
は
、
提
示
に
よ
っ
て

医
療
費
控
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
回
の
確
定
申
告
等
受
付
に
あ
た
っ
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
あ
る
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
や
「
e
‐
T
a
x
」
で
の
確
定
申

告
書
作
成
に
よ
る
郵
送
や
送
信
で
の
提
出
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
医
療
費
控
除
の
手
続
き
】

① 

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の
用
紙
を
入
手

　

※
用
紙
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　
　

ロ
ー
ド
を
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
役
場
財
務
課

　
　

税
務
班
窓
口
で
配
布
を
し
て
い
ま
す
。

② 

①
の
用
紙
に
「
医
療
費
通
知
に
記
載
の
金
額
」
や
、

　

病
院
や
薬
局
ご
と
に
ま
と
め
た
「
領
収
書
の
合
計

　

額
」
を
記
入

　

※
医
療
費
通
知
と
は
・
・
・
健
康
保
険
組
合
等
が

　
　

発
行
す
る「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
の
こ
と

③ 

確
定
申
告
書
等
と
合
わ
せ
て
提
出

　

※
医
療
費
領
収
書
の
添
付
、
ま
た
は
、
提
示
に
よ

　
　

っ
て
医
療
費
控
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で

　
　

き
ま
せ
ん
。

　

確
定
申
告
等
に
よ
る
医
療
費
控
除
と
は
…

　
　

確
定
申
告
等
に
よ
る
医
療
費
控
除
と
は
、
所

　

得
税
や
住
民
税
を
算
定
す
る
際
に
所
得
額
か
ら

　

控
除
す
る
も
の
で
、
支
払
っ
た
医
療
費
が
戻
る

　

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
先　

財
務
課
税
務
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
３

i

令
和
３
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
が

減
免
と
な
り
ま
す
（
中
小
企
業
向
け
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
事
業
収

入
が
減
少
し
て
い
る
中
小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者

に
対
し
て
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
減
免
を
行

い
ま
す
。

　

減
免
の
対
象
と
な
る
に
は
、
認
定
経
営
革
新
等
支

援
機
関
等
（
税
理
士
、
会
計
士
、
金
融
機
関
、
商
工

会
な
ど
）
か
ら
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
お
近
く
の
税
理
士
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
軽
減
対
象
】

・
事
業
用
家
屋
及
び
設
備
等
の
償
却
資
産
に
対
す
る

　

固
定
資
産
税

・
事
業
用
家
屋
に
対
す
る
都
市
計
画
税

【
申
請
期
間
】

　

令
和
３
年
１
月
４
日
㊊
〜
令
和
３
年
２
月
１
日
㊊

 

（
期
限
厳
守
）

●
申
請
書
提
出
先

　

松
島
町
財
務
課
税
務
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
３

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、
可

　

能
な
限
り
郵
送
で
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

　

中
小
企
業　

固
定
資
産
税
等
の
軽
減
相
談
窓
口

　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
７
３
２
２

　

平
日　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

i

ま
つ
し
ま
応
援
商
品
券
の

利
用
は
お
済
み
で
す
か
？

　

10
月
に
各
家
庭
に
配
布
し
た
「
ま
つ
し
ま
応
援
商

品
券
」
の
使
用
期
限
は
令
和
３
年
１
月
17
日
㊐
ま
で

で
す
。

　

ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
地
元
事
業
者
の
支
援
に

も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

利
用
で
き
る
お
店
は
、
商
品
券
に
同
封
さ
れ
て
い

る
チ
ラ
シ
や
利
府
松
島
商
工
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
利
用
可
能
な
店
舗
に
は

ポ
ス
タ
ー
や
の
ぼ
り
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

●
問
合
先　

利
府
松
島
商
工
会
松
島
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
３
４
２
２

i

▲利府松島商工会HP

被
災
者
の
安
定
的
な

雇
用
の
創
出
を
支
援
し
ま
す

　

県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
方
を
雇
用

す
る
、
県
内
沿
岸
部
の
中
小
企
業
者
を
対
象
と
し
て
、

「
宮
城
県
事
業
復
興
型
雇
用
創
出
助
成
金
」
を
支
給

し
、
雇
入
れ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
助
成
額

　

労
働
者
１
人
当
た
り
３
年
間
で
最
大
１
２
０
万
円

  

（
１
事
業
者
当
た
り
総
額
２
千
万
円
が
上
限
）

●
受
付
期
間

　

12
月
11
日
㊎
〜
令
和
３
年
１
月
19
日
㊊

　

※
申
請
に
は
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

　
　

し
く
は
県
雇
用
対
策
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
　

覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
担
当
課
ま
で
お
問
い
合

　
　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

宮
城
県
雇
用
対
策
課

　
　
　
　
　

☎
７
９
７
‐
４
６
６
１

i

▲HP用

自
殺
者
数
が

増
加
し
て
い
ま
す

　

令
和
２
年
９
月
の
１
か
月
間
に
全
国
で
自
殺
し
た

人
は
、
１
，８
０
５
人
で
、
前
年
同
月
比
１
４
３
人

（
８
．６
％
）
増
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
女
性
は
、
１

３
８
人
（
２
７
．５
％
）
増
と
、
大
き
く
増
え
ま
し

た
。
（
※
警
察
庁
自
殺
統
計
速
報
値
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、

大
き
な
困
難
を
抱
え
て
い
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
主
な
相
談
窓
口

　

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
５
５
６

　

■
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　

☎
０
１
２
０
‐
２
７
９
‐
３
３
８

　

■
い
の
ち
の
電
話

　
　

☎
０
５
７
０
‐
７
８
３
‐
５
５
６

　
　

☎
０
１
２
０
‐
７
８
３
‐
５
５
６

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

 　
　
　
　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３
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み
ん
な
で
防
ご
う
交
通
事
故

　

町
内
で
尊
い
命
が
犠
牲
に
な
る
交
通
死
亡
事
故
が

連
続
発
生
し
ま
し
た
。

　

交
通
事
故
に
「
遭
わ
な
い
」「
巻
き
込
ま
れ
な
い
」

た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
基
本
的
な
走
り
方

に
徹
し
、
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
日
没
時
間
が
早
く

な
る
こ
と
に
よ
る
視
認
性
の
悪
化
や
路
面
の
凍
結
・

積
雪
に
よ
る
事
故
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
交
通
事
故
防
止
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

夕
暮
れ
時
の
注
意
点

　

・
ラ
イ
ト
の
早
め
の
点
灯

　

・
夜
間
運
転
時
は
こ
ま
め
に
ラ
イ
ト
の
切
替

　

・
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
で
慎
重
運
転

冬
道
の
注
意
点

　

・
早
め
の
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
交
換

　

・
橋
梁
上
、
ト
ン
ネ
ル
出
口
、
カ
ー
ブ
、
交
差
点
、

　
　

日
陰
部
分
等
の
手
前
で
十
分
な
減
速

【
冬
道
の
安
全
運
転
１
．
２
．
３
運
動
】

　

〜
１
割
の
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン

　
　
　
　
　

２
倍
の
車
間
距
離

　
　
　
　
　
　
　
　

３
分
早
め
の
出
発
〜

【
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

　

〜
交
通
ル
ー
ル

　
　
　
　
　

守
る
あ
な
た
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
ら
れ
る
〜

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班　

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２ 

i

松
島
湾
三
町
文
化
財
展

利
府
町
会
場
で
開
催
し
ま
す
！

　

松
島
湾
三
町
文
化
財
展
は
、
１
年
を
通
し
て
七
ヶ

浜
町
・
利
府
町
・
松
島
町
が
順
番
に
会
場
を
担
当
し

て
行
っ
て
い
る
企
画
展
で
す
。

　

12
月
か
ら
は
利
府
町
が
会
場
と
な
り
ま
す
。
松
島

町
・
七
ヶ
浜
町
が
文
化
財
を
出
張
展
示
し
ま
す
の
で
、

会
場
の
展
示
と
合
わ
せ
て
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
会　

期　

12
月
12
日
㊐
〜
令
和
３
年
２
月
14
日
㊐

●
場　

所　

利
府
町
郷
土
資
料
館

　
　
　
　

  

（
宮
城
郡
利
府
町
中
央
２
‐
11
‐
１

　
　
　
　
　
　

  

利
府
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
）

●
入
館
料　

無
料

●
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
休
館
日　

月
曜
日

　
　
　
　
　

年
末
年
始
（
12
月
28
日
〜
1
月
4
日
）

●
問
合
先　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
４

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
を
貸
出
し
ま
す

　
　

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
は
血
液
内
の
酸
素
の

　

飽
和
度
を
測
定
す
る
器
具
で
肺
疾
患
の
重
症
化

　

徴
候
を
察
知
す
る
も
の
で
す
。

　
　

自
分
で
簡
単
に
測
定
で
き
、
自
宅
療
養
中
の

　

急
な
病
状
悪
化
の
サ
イ
ン
を
見
つ
け
や
す
く
し

　

ま
す
。

貸
出
要
件

・
松
島
町
に
居
住
し
て
い
る
方

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
又
は
そ
の
疑
い

　

の
あ
る
方
、
濃
厚
接
触
者
等
で
、
自
宅
療
養
を
す

　

る
方

・
ご
希
望
の
方
に
は
あ
わ
せ
て
血
圧
計
の
貸
出
も
行

　

い
ま
す
。

※
詳
細
は
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

六
華
亭
遊
花
独
演
会
を

開
催
し
ま
す

　

毎
年
好
評
を
頂
い
て
い
る
「
二
人
会
」
を
今
年
は

六
華
亭
遊
花
独
演
会
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

●
日　

時　

令
和
３
年
２
月
７
日
㊐

　
　
　
　
　

午
前
11
時
開
演
（
午
前
10
時
30
分
開
場
）

●
場　

所　

ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ

　
　
　
　

 

（
文
化
観
光
交
流
館
）　

大
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

※
全
席
自
由

●
定　

員　

１
５
０
名
限
定

※
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
為
、
席
数
を
減
ら
し
て

　

い
ま
す
。

●
料　

金　

大　
　

人　

　
　
　
　
　
　

前
売
・
当
日　

一
律　

１
，０
０
０
円

　
　
　
　
　

18
歳
以
下　

　
　
　
　
　
　

前
売
・
当
日　

一
律　

５
０
０
円

※
整
理
券
の
配
布
は
あ
り
ま
せ
ん
。
10
時
15
分
よ
り

　

整
列
し
て
い
た
だ
き
、
整
列
順
に
入
場
し
ま
す
の

　

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
お
願
い

　

①
入
場
時
の
検
温
と
手
の
消
毒
に
ご
協
力
を
お
願

　
　

い
し
ま
す
。

　

②
館
内
で
は
マ
ス
ク
の
着
用
が
必
須
で
す
。

　

③
チ
ケ
ッ
ト
の
裏
面
へ
氏
名
・
連
絡
先
を
ご
記
入

　
　

く
だ
さ
い
。

●
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日　

令
和
２
年
12
月
８
日
㊋

※
午
前
９
時
か
ら
開
始
し
ま
す
。

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

　

ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
（
文
化
観
光
交
流
館
）

　

内
事
務
所

※
電
話
で
の
取
り
置
き
も
可
能
で
す
。

●
問
合
先　

ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
（
文
化
観
光
交
流
館
）

　
　
　
　
　

指
定
管
理
者
（
株
）
Ｂ
Ｂ
Ｉ

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
１
５
５

※
原
則
、
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

※
今
後
の
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
状
況
に
よ
り
、
急
遽

　

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

　

い
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼

高
齢
受
給
者
証
の
交
付
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
今
月
70
歳
に
な
る
方

（
昭
和
25
年
12
月
２
日
〜
昭
和
26
年
１
月
１
日
生
ま

れ
）
へ
、
高
齢
受
給
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
た
国
民

健
康
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
に
つ
い
て
は
、

有
効
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
ら
各
自
破
棄
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
発
送
日　

12
月
17
日
㊍

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
５

▲松島から出展予定の【松島景勝図】

14 広報まつしま

冬
の
短
期
水
泳
・
体
育
教
室
開
催
！

（
松
島
町
温
水
プ
ー
ル
美
遊
）

　

松
島
町
温
水
プ
ー
ル
美
遊
で
冬
の
短
期
水
泳
・
体

育
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
日　

時

　

①
12
月
26
日
㊏
・
27
日
㊐
の
２
日
間

  　

【
水
泳
・
体
育
】　

午
前
９
時
〜
午
前
10
時

　

②
令
和
３
年
１
月
10
日
㊐
・
11
日
㊊
の
２
日
間

  　

【
水
泳
】
午
前
９
時
〜
午
前
10
時

  　

【
体
育
】
午
前
10
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分　

●
対
象
者

　

①
【
水
泳
】
４
歳
か
ら
小
学
生

  　

 

【
体
育
】
５
歳
・
６
歳
の
幼
児

　

②
【
水
泳
】
４
歳
か
ら
小
学
生

　
　

【
体
育
】 

小
学
生

●
参
加
料　

２
，２
０
０
円
（
税
込
）

●
申
込
方
法　

電
話
予
約
可

●
問
合
先　

☎
３
５
３
‐
８
５
２
５

障
が
い
福
祉
計
画
・
障
が
い
児
福
祉
計
画

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

　

本
年
度
策
定
を
行
う「
第
６
期
障
が
い
福
祉
計
画
・

第
２
期
障
が
い
児
福
祉
計
画
（
案
）
」
に
関
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
体

制
及
び
自
立
支
援
給
付
等
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び

社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
88

条
に
規
定
さ
れ
た
市
町
村
障
害
福
祉
計
画
と
児
童
福

祉
法
第
33
条
の
20
に
規
定
さ
れ
た
市
町
村
障
害
児
福

祉
計
画
と
し
て
策
定
を
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
広
く
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　

・
松
島
町
民

　

・
松
島
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
方

　

・
松
島
町
内
に
通
勤
・
通
学
さ
れ
て
い
る
方

　

・
松
島
町
の
障
が
い
福
祉
に
関
わ
り
の
あ
る
方

●
計
画
（
案
）
の
閲
覧
場
所

　

町
民
福
祉
課
窓
口
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
募
集
期
間　

12
月
28
日
㊊
ま
で

●
提
出
様
式

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、
ま
た
は
町
民
福
祉
課

　

窓
口
に
あ
る
所
定
の
様
式
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
意
見
様
式
の
提
出
方
法

　

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
提
出
く
だ

　

さ
い
。

　
　

①
町
民
福
祉
課
福
祉
班
に
直
接
提
出

　
　

②
郵
送

　
　
　
　

【
送
り
先
】

　
　
　
　
　

〒
９
８
１
‐
０
２
１
５

　
　
　
　
　

松
島
町
高
城
字
帰
命
院
下
一
19
‐
１

　
　
　
　
　

松
島
町
町
民
福
祉
課
福
祉
班

　
　

③
Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
５
３
‐
２
０
４
１

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
福
祉
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
６

医
療
費
助
成
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
へ

〜
変
更
が
あ
る
場
合
は
手
続
き
を
お
早
め
に
！
〜

　
「
子
ど
も
医
療
費
」、「
母
子
父
子
家
庭
医
療
費
」、

「
障
害
者
医
療
費
」
の
更
新
申
請
書
を
提
出
さ
れ
た

方
に
は
助
成
受
給
者
証
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
加
入

保
険
や
口
座
の
変
更
な
ど
が
あ
る
場
合
は
町
民
福
祉

課
窓
口
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

【
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
】

通
院
・
入
院
：
18
歳
到
達
の
年
度
末
ま
で

【
母
子
父
子
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
】

児
童
が
18
歳
到
達
の
年
度
末
を
迎
え
る
ま
で
の
母
子
・
父
子
家
庭

【
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
】

身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２
級
お
よ
び
内
部
障
害
（
心

臓
・
肝
臓
な
ど
）
の
３
級
所
持
者
、
療
育
手
帳
Ａ
所

持
者
、
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
福
祉
班　

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
６

子
宮
け
い
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す

自
立
支
援
医
療
費
（
精
神
通
院
）
・

精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
申
請
手
続
き

　

自
立
支
援
医
療
費
（
精
神
通
院
）
・
精
神
保
健
福

祉
手
帳
の
申
請
手
続
き
（
新
規
・
更
新
）
に
来
ら
れ

る
方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類
と
、
運
転
免

　

許
証
な
ど
の
身
元
確
認
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　

  

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

松
島
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
の

12
月
の
活
動
内
容

 

１・
日　

時　

12
月
８
日
㊋　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

・
集
合
場
所　

ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
（
文
化
観
光
交
流
館
）

・
行
き
先　

旧
山
線

 

２・
日　

時　

12
月
14
日
㊊　

午
前
10
時
〜
正
午

・
集
合
場
所　

運
動
公
園

・
行
き
先　

運
動
公
園
周
辺
（
竹
細
工
見
学
）

 

３・
日　

時　

12
月
24
日
㊍　

午
前
10
時
〜
正
午

・
集
合
場
所　

ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
（
文
化
観
光
交
流
館
）

・
行
き
先　

松
島
離
宮

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

飲
み
物
な
ど
（ 

１ 

は
昼
食
持
参
）

●
そ
の
他　

雨
天
時
は
中
止
で
す
。

●
連
絡
先　

土
井　

☎
３
５
３
‐
２
１
１
７

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
お
問
い
合
せ

　

く
だ
さ
い
。

　

子
宮
け
い
が
ん
の
50
〜
70
％
は
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
子

宮
け
い
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
を
予
防
し
、
ま
た
が
ん
化
す
る
こ
と
を

予
防
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

過
去
、
接
種
後
に
重
篤
な
副
反
応
が
報
告
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
町
で
は
勧
奨
通
知
や
予
診
票
の
送
付

な
ど
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
度
で
も
性

的
接
触
の
経
験
が
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
感
染
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
定
期
接
種
と
し
て
予

防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
子
宮
け
い
が

ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
検
討
し
て
い
る
方
や
、
接
種

を
希
望
さ
れ
る
方
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
予
防
接
種
に
関
す
る

相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
厚
生
労
働
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
対
象

　

小
学
６
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
相
当
年
齢
の
女
子

　
（
平
成
16
年
４
月
２
日
〜
平
成
21
年
４
月
１
日
生
）

　

※
接
種
回
数
は
３
回
で
す
。

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　
　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

▲厚生労働省HP
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介
護
予
防
に
関
す
る

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
支
援
事
業
の

お
知
ら
せ

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
を
地
域
の
通
い
の

場
等
に
派
遣
し
、
専
門
的
な
助
言
や
指
導
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
高
齢
者
の
介
護
予
防
に
関
す
る

活
動
の
取
組
を
よ
り
効
果
的
に
す
る
た
め
、
ぜ
ひ
利

用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
対　

象　

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
と
そ
の
支

　
　
　
　
　

援
に
関
わ
る
事
業
者

●
費　

用　

無
料

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
高
齢
者
支
援
班

　
　
　
　

 

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
６
７
７

高
齢
者
地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
の

お
知
ら
せ

　

高
齢
者
の
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り
と
介
護
予
防

を
促
進
す
る
た
め
、
趣
味
活
動
、
地
域
住
民
と
の
交

流
等
を
目
的
に
地
域
で
自
主
的
に
活
動
し
て
い
る
団

体
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
体

操
や
介
護
予
防
に
関
す
る
講
話
な
ど
の
講
師
の
派
遣

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
対　

象　

町
内
で
65
歳
以
上
の
方
を
中
心
に
、
自

　
　
　
　
　

主
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体

●
補
助
額　

１
回
あ
た
り
１
０
０
０
円

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
高
齢
者
支
援
班

 　
　
　
　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
６
７
７

脈
波
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す

（
松
島
病
院
）

　

脈
波
検
査
は
、
動
脈
硬
化
の
た
め
に
血
管
が
硬
く

な
っ
た
り
、
脚
の
血
管
が
詰
ま
っ
た
り
し
て
い
な
い

か
を
調
べ
る
検
査
で
す
。
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
脂
質

異
常
症
、
肥
満
な
ど
の
生
活
習
慣
病
や
、
喫
煙
、
過

度
の
飲
酒
、
ス
ト
レ
ス
、
運
動
不
足
な
ど
は
動
脈
硬

化
を
促
進
さ
せ
る
要
因
で
す
。
ま
た
、
動
脈
硬
化
は

心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど
の
病
気
を
発
症
さ
せ
て
し

ま
う
危
険
因
子
で
す
。

　

定
期
的
に
検
査
を
受
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？
こ
ち
ら
の
検
査
時
間
は
10
分
程
度
で
予
約
不

要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
気
に
な
る
方
は
一
度

受
診
し
、
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

松
島
病
院　

内
科
外
来

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
８
１
１

公益社団法人
松島町シルバー人材センター
〒981-0215  松島町高城字浜１番地の３
☎ ３５３-４５０５ ・ FAX ３５３-４５０６
E-mail:matsushima@sjc.ne.jp
URL：http://www.sjc.ne.jp/matsushima/

( 愛称　生
き活きセンター )

チエブクロー

▲HP用 

▲メール用 

地
域
で
、
企
業
で
、
家
庭
で
、
生
涯
現
役
！

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

募
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ま
だ
ま
だ
現
役

で
働
き
た
い
60
歳
以
上
の
方
々
に
、
本
人
の
能
力
や

希
望
に
応
じ
た
臨
時
的
・
短
期
的
な
就
業
を
提
供
し

て
お
り
ま
す
。

　

就
業
を
す
る
こ
と
で
、
健
康
維
持
や
新
し
い
仲
間

と
の
出
会
い
に
繋
が
り
ま
す
。
更
に
は
就
業
で
得
た

収
入
で
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
！

　

あ
な
た
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
、

充
実
し
た
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

● 

主
な
仕
事

　
 　

除
草
作
業
（
手
取
り
除
草
・
機
械
除
草
）、
植

　
 

木
剪
定
作
業
、
農
作
業
、
土
木
作
業
、 

屋
外
清
掃

　

 
作
業
、
屋
外
軽
作
業
、
屋
内
清
掃
作
業
、
屋
内
軽

　

 
作
業
、
そ
の
他

　

 

※
あ
な
た
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
就
業
が

　

 

で
き
、
就
業
に
伴
う
報
酬
が
得
ら
れ
ま
す
。

  

（
就
業
は
強
制
さ
れ
ま
せ
ん
）

　

 

※
危
険
・
有
害
な
就
業
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

 

※
原
則
と
し
て
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　

 

の
就
業
、
土
・
日
・
祝
祭
日
は
休
み
で
す
。

　

 

※
入
会
説
明
会
を
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。
お
気

　

 

軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。　

自
衛
官
募
集

募
自
衛
官
候
補
生

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

●
受
付
期
間　

12
月
４
日
㊎
締
切

●
試
験
日　

12
月
12
日
㊏
ま
た
は
13
日
㊐

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）

●
応
募
資
格　

 

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の
方

●
受
付
期
間　

 

11
月
１
日
㊐
〜
令
和
３
年
１
月
６
日
㊌

●
試
験
日　

 

一
次
試
験
：
令
和
３
年
１
月
23
日
㊏

貸
費
学
生

●
応
募
資
格　

　

大
学
の
理
学
部
、
工
学
部
等
の
３
・
４
年
次
等

※
細
部
は
石
巻
地
域
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

●
受
付
期
間　

10
月
１
日
㊍
〜
令
和
３
年
１
月
15
日
㊎

●
試
験
日　

令
和
３
年
１
月
30
日
㊏

●
問
合
先　

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部　

石
巻
地
域
事
務
所

 

（
☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
２
５
‐
８
３
‐
６
７
８
９
）

町
内
の

空
気
中
放
射
線
量
測
定
結
果

■ 

松
島
町
役
場　

11
月
16
日
㊊
測
定

 　

・
０
．５
ｍ
：
０
．０
５
１
μ
S
v

 　

・
１
．０
ｍ
：
０
．０
４
９
μ
S
v

　
 

※
単
位
（
μ
S
v
）
：
放
射
線
が
人
体
に
与
え
る
影
響
を
表
す
単
位

 　

※
基
準
値
：
０
．２
３
μ
S
v　

※
環
境
省
基
準

 　

※
測
定
機
器
：
簡
易
型
放
射
線
測
定
機
器　

 

Ｐ
Ａ
‐
１
０
０
０

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班　

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i

第
１
回
わ
っ
し
ょ
い
松
島

☆
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

●
日
時　

12
月
２
日
㊌

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
場
所　

高
城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

町
内
作
家
に
よ
る
手
作
り
雑
貨
の
販
売
等

●
主
催　

Ｃ
Ｍ
Ｂ
ク
ラ
フ
ト
ス
テ
イ
シ
ョ
ン

●
入
場
料　

無
料

●
留
意
事
項

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
防
止

　

の
た
め
、
マ
ス
ク
は
必
ず
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

く
ら
ふ
と
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ　

て
と
て

　
　
　
　

 

（
☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
５
５
‐
５
９
３
９
）

　
　

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
留
守
番
電
話
で
も
対
応
可
能
で
す
。

i
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12
月
４
日
か
ら
10
日
は

第
72
回
人
権
週
間
で
す

　
「
人
権
デ
ー
」
で
あ
る
12
月
10
日
を
最
終
日
と
し
、

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め

て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
差
別

や
偏
見
、
誹
謗
中
傷
な
ど
人
権
に
つ
い
て
困
っ
た
こ

と
が
あ
れ
ば
、
１
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
　
　

※
平
日
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

●
問
合
先　

仙
台
法
務
局
鹽
竈
支
局

　
　
　
　
　

☎
３
６
２
‐
２
３
３
８

12
月
３
日
か
ら
９
月
は

障
害
者
週
間
で
す

 

「
国
際
障
害
者
デ
ー
」
で
あ
る
12
月
３
日
か
ら
「
障

害
者
の
日
」
で
あ
る
12
月
９
日
ま
で
の
１
週
間
は

「
障
害
者
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の

方
に
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
障
が
い
者
が
社
会
、
経
済
、

文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参

加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て
い
る
方
、
内
部
障

が
い
や
難
病
の
方
、
ま
た
は
妊
娠
初
期
の
方
な
ど
、

外
見
か
ら
分
か
ら
な
く
て
も
援
助
や
配
慮
を
必
要
と

し
て
い
る
方
々
が
、
周
囲
の
方
に
配
慮
を
必
要
と
し

て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
マ
ー
ク
で

す
。

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
身
に
着
け
た
方
を
見
か
け
た
場

合
は
、
電
車
・
バ
ス
内
で
席
を
ゆ
ず
る
、
困
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
れ
ば
声
を
か
け
る
等
、
思
い
や
り
の
あ

る
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
福
祉
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
６

11
月
と
12
月
は

宮
城
一
斉
滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す

　

県
と
市
町
村
で
は
、
11
月
と
12
月
の
２
か
月
間
、

税
金
の
滞
納
整
理
を
強
化
し
ま
す
。

　

税
金
を
納
め
る
の
に
困
難
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
１
月
に
、
県
と
市
町
村
が
合
同

で
、
税
金
の
滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
売
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先　

財
務
課
特
別
滞
納
整
理
室

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
９
１
３

i
空
き
家
・
空
き
地
・
空
き
部
屋
の

情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
町
内
の
空
き

家
・
空
き
地
・
空
き
部
屋
の
情
報
を
「
空
き
家
バ
ン

ク
」
と
し
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
空
き
家
・
空
き
地
・
空
き
部
屋
な
ど
を
お

持
ち
の
方
で
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
情
報
提
供
を

希
望
す
る
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先　

　

 

企
画
調
整
課　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
２

　

 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

 　

in
fo
@
to
w
n
.m
a
tsu
sh
im
a
.

　

 m
iya
g
i.jp

i

▲メール用

「
第
２
回
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
会
長
杯
松
島
ペ
タ
ン
ク
大
会
」

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
（
報
告
）

　

10
月
30
日
、
秋
晴
れ
の
日
に
「
第
２
回
Ｂ
＆
Ｇ
財

団
会
長
杯
松
島
ペ
タ
ン
ク
大
会
」
を
松
島
ペ
タ
ン
ク

協
会
の
ご
協
力
の
下
、
松
島
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

・
優　

勝 

： 

石
垣
俊
彦
・
石
山
れ
い
子
ペ
ア

　

・
準
優
勝 

： 

丹
野
タ
キ
子
・
蜂
谷
孝
子
ペ
ア

　

・
第
３
位 

： 

佐
々
木
淳
郎
・
白
鳥
い
く
子
ペ
ア

【
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
利
用
時
間
】

　

・
午
前　

午
前
９
時
〜
正
午

　

・
午
後　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

　

・
夜
間　

午
後
５
時
〜
午
後
９
時

●
問
合
先　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
３
５
３
‐
３
６
８
８

第
72
回
松
島
町
成
人
式
を

開
催
し
ま
す

　

第
72
回
松
島
町
成
人
式
の
開
催
に
あ
た
り
、
令
和

２
年
７
月
１
日
現
在
で
松
島
町
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
12
月
上
旬
に
案
内
状
を
お

送
り
し
ま
す
。

　

現
在
、
町
外
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
、
今
後

転
出
を
予
定
し
て
い
る
方
で
松
島
町
の
成
人
式
に
出

席
を
希
望
す
る
新
成
人
の
方
は
、
案
内
状
を
送
付
し

ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日　

令
和
３
年
１
月
10
日
㊐

●
対　

象　

平
成
12
年
４
月
２
日
〜

　
　
　
　
　

平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

●
そ
の
他　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

　
　
　
　
　

止
の
観
点
か
ら
、
内
容
や
規
模
を
縮
少

　
　
　
　
　

し
て
開
催
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
　
　
　
　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

  

（
ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
（
文
化
観
光
交
流
館
）
内
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
３
‐
３
０
３
０

i

＜ヘルプマーク＞
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相　談　事　業 日　　　時 場 所 ・ 主 催 問　　合　　先

こころの相談
(予約制)

塩釜保健所疾病対策班　　　　☎363-5504

塩釜保健所母子・障害第二班　☎365-3153

ひきこもり・思春期
こころの相談(予約制)

12月9日㊌、23日㊌
午前9時～午前11時30分

12月15日㊋
午後1時30分～午後4時30分

12月2日㊌
午前10時50分～午後4時

12月9日㊌
午後1時～午後4時

12月8日㊋
午後1時30分～午後4時30分

ＨＩＶ・クラミジア抗体検査、
肝炎検査、梅毒抗体検査、
骨髄バンク登録受付(予約制)

町民福祉課福祉班　　　　　　☎354-5706

町民福祉課福祉班(人権相談)　☎354-5706

企画調整課(行政相談)　　　　☎354-5702

企画調整課　　　　　　　　　☎354-5702

産業観光課産業振興班(消費生活相談)　☎354-5707

宮城県総合教育センター
不登校相談ダイヤル　　　　　☎784-3567

もみの木教室　　　　　　　　☎354-2041
教育委員会学校教育班　　　　☎354-5713

教育委員会学校教育班　　　　☎354-5713

健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）
保健師・栄養士　  　　　　　☎355-0703

地域包括支援センター　　　　☎354-6525

児童館　　　　　　　　　　　☎354-6888
町民福祉課こども支援班　　　☎354-5798

3相談合同開催
（人権なんでも相談、
行政相談、消費生活相談）

不登校電話相談

法律相談（予約制）

生活保護相談
（予約制）

就学指導相談 役場２階

宮城県総合教育
センタ－

もみの木教室
（まつしま心のケアハウス・
手樽地域交流センター内）

健康電話相談

育児電話相談

高齢者に関する電話相談

保健福祉センタ－どんぐり

女性の健康相談
宮城県女医会女性の健康相談室
　　　　　　　　　　　☎090-5840-1993

12月12日㊏
午後2時～午後4時

訪問歯科診療の相談窓口
塩釜歯科医師会口腔保健センター
　　　　　　　　　　　　　　☎361-1870

平　日
午前9時～午後4時

塩釜歯科医師会
口腔保健センター

大河原町駅前
コミュニティーセンター

税理士による税金相談
東北税理士会塩釜支部
　　　　　　　　　　　☎090-4635-8733

11月21日㊏
午前10時15分～午後3時

塩竈市公民館
第一会議室

不動産相談会（予約制）
宅地建物取引に関する相談

宮城県宅地建物取引協会塩釜支部
　　　　　　　　　　　　　　☎253-6420

　　　　　　　　　　　

12月16日㊌
午後1時30分～午後3時30分

アトレ・るHall（文化観光交流館）内
クラブ室

宮城県多重債務無料相談会
（予約制）

【個人の方】宮城県消費生活センター
　　　　　　　　　　　　　　☎261-5164
【事業者の方】東北財務局金融監督第三課
　　　　　　　　　　　　　　☎261-5164

11月27日㊎～29日㊐ 宮城県庁

利府町保健福祉センター

塩釜保健所

塩釜保健所

塩釜保健所

児童館
役場1階

12月4日㊎、1月5日㊋
午前10時～午後3時

平　日
午前9時～午後4時

平　日
午前9時～正午

（学校休業日を除く）

平　日
午前8時30分～午後5時

平　日
午前9時～午後5時

松島町社会福祉協議会
相談支援事業所　　　　☎090-1497-0552

障害者（児）一般相談
（委託事業） 松島町社会福祉協議会

平　日
午前9時～午後5時

アルコ－ル・薬物相談
(予約制)

ことばの相談

役場会議室

役場会議室

役場会議室

グループホーム桜の家　　　　☎355-0396
健康長寿課高齢者支援班(保健福祉センターどんぐり)
　　　　　　　　　　　　　　☎355-0677

認知症地域支援推進員による
認知症相談　(予約制)

12月1日㊋、1月4日㊊
午前10時～正午 SaKuRa カフェ（高城字町53）

無 料 相 談

12月3日㊍、17日㊍
午前10時～午後4時

12月11日㊎、1月8日㊎
午前10時～午後5時

法テラス東松島　　　　☎050-3383-0009
法律相談会（法テラス主催）
※事前予約の方が優先です 役場会議室

12月24日㊍
午後1時～午後3時

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、内容が変更になる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

12月17日㊍
午後1時30分～午後5時

松島町保健福祉センター

窓　　口　　名 問　合　先 受 付 時 間 備　　　　　　考

24時間
（土日・祝日も実施）

午前9時～午後5時
（月～金曜日）

午前9時～午後9時
（土日・祝日も実施）

宮城県相談窓口
（コールセンター）

みやぎ外国人相談センター

厚生労働省相談窓口

☎211-3883
☎211-2882

☎275-9990

☎0120-565653

聴覚に障害のある方をはじめ、電話での相談
が難しい方はメールかFAXをご利用ください。
メール：sodan-corona@pref.miyagi.lg.jp
FAX：211-3192

聴覚に障害のある方をはじめ、電話での相談
が難しい方はFAXをご利用ください。
FAX：03-3595-2756

新型コロナウイルス感染症関連の相談窓口

がんなんでも相談 宮城県対がん協会　　　　　　☎263-1560
平　日

午前9時～午後4時 宮城県がん総合支援センター
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《今月のおすすめ本》

消費生活コーナー

本の宝箱
勤労青少年ホーム（図書室）

☎３５４-４０３６

「銀行で保険契約をしたが解約したい‼」
　預金が満期になり銀行に受け取りに行ったところ、銀行員
に「資金運用をしないか、利率の高い商品がある」と勧めら
れ５００万円を預けた。先日運用状況の通知書が届き、外資
建て１５年満期の保険だと知った。銀行が保険を勧誘すると
は思っておらず、利回りの良い定期預金だと思っていた。８
０歳の私には長期保険契約は必要ない。元本も減っていた、
元本割れのリスクの説明は受けていない。５００万円を返し
てほしい。

● 松島町消費生活相談窓口　　
 　相談日時　毎週㊋・㊎　午前９時～午後４時３０分
 　相談窓口　産業観光課産業振興班　消費生活相談窓口　
 　専用電話　☎３５４-５７０７
● 宮城県消費生活センター
 　相談日時　平日　午前９時～午後５時
　　　　　　 土日　午前９時～午後４時
 　専用電話　☎２６１-５１６１
※祝日、振替休日、年末年始はお休みです。ただし祝日が日
　曜日の場合は相談を受け付けます。
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、極力、電話で
　の相談をお願いしております。
　また、土日の来所相談は予約制となっております。
● 消費者ホットライン　☎１８８（「いやや」と覚えてください）
● 法テラス　　　　　　☎０５７０-０７８-３７４
● 警察相談専用電話　　☎「＃９１１０」

≪話題の本≫

「暗鬼夜行」

月村　了衛　著

《一般書の新着本》

　学校代表に選ばれた読書感想文は「盗作」だというＳＮＳへの投稿
が事件の始まりであった。中学校教師・汐野は真相解明のため奔走す
るが、学校内は混乱する。そして学校内の問題に留まらず、地域住民
の対立、政治問題にまで発展し事態は大きくなっていく。 
　ＳＮＳで容易に情報が拡散する時代の中、教育現場を舞台に繰り広
げられる狂騒劇。

「 法廷遊戯 」　　　　　　　　　　　　　　　　   五十嵐　律人　著
「 アルルカンと道化師 」　　　　　　　　　　　　　池井戸　潤　著
「 わたしの美しい庭 」　　　　　　　　　　　　　   凪良　ゆう　著　　　
「 いのちの停車場 」　　　　　　　　　　　　　　   南　　杏子　著
「 気軽に作れる志麻さんの極上おやつ 」　　　　　　   志　　麻　著
「 クックパッド 免疫力を上げるシニアごはん 」　　  クックパッド　監修

《児童書の新着本》
「 怪盗クイーンからの予告状 怪盗クイーンエピソード０ 」　　はやみね　かおる　著　
「 恐竜トリケラトプスとあくまのもり 」　　黒川　みつひろ　作・絵  
※ここで紹介している本は、新しく受け入れたものの一部です。

《図書室からのお知らせ》
■ 施設情報
● 開 館 時 間　平　　　　日　午前１０時～午後５時
　　　 　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後４時
● 今月の休館日　７日・１４日・２１日・２８日・２９日～１月３日（年末年始）

● 銀行の窓口でも保険の販売をしています。預金ではあ
 　りません。
● 預金と異なり満期時や中途解約時には元本割れになる
 　事が多く、トラブルが増えています。
● クーリングオフ期間は契約した日から８日間です。
● 銀行の窓口で契約した場合のクーリングオフ通知は契
 　約先の保険会社になります。
● クーリングオフ出来ても、契約前に日本円を外貨に両
 　替しているため外貨で返金されます。これを両替して
 　日本円で返金、そのため両替手数料がかかり全額が戻
 　るとは限りません。
● 内容が分からない。預金ではないようだ。こんな時は
 　契約しない。
● 銀行窓口で保険を勧められ、分からなければはっきり!　
 　キッパリ断りましょう!!

一言メモ

納期限にご注意
　１２月２５日(金)が納期限のものは次のとおりです。
● 固定資産税　　　　　　　４期
● 国民健康保険税　　　　　９期
● 介護保険料　　　　　　　５期
● 後期高齢者医療保険料　　６期
１月４日(月)が納期限のものは次のとおりです。
● 水道料金　　　　　　　１２月分
町税などは便利で納め忘れのない口座
振替を推奨しております。
また、納付が困難な場合はお早めにご
相談ください。
● 問合先
　 町税について　　　　　　　　　
 　財務課税務班　☎３５４-５７０３
　 介護保険料について
　 健康長寿課高齢者支援班　☎３５５-０６７７
　 後期高齢者医療保険料について　
 　町民福祉課町民サービス班　☎３５４-５７０５
　 水道料金について
 　水道事業所経営班　☎３５４-５７１１

歯科休日診療
☎366-5503
☎353-2161
☎357-6099
☎356-2548
☎363-2306
☎356-7555
☎362-1516
☎362-4571

多賀城市八幡3-6-12　都ビル2F
宮城郡松島町松島字陰ノ浜7-7
宮城郡七ヶ浜町汐見台6-2-11
宮城郡利府町中央3-2-2
塩釜市泉沢町17-15
宮城郡利府町青葉台3-1-85
塩釜市港町2-5-12
塩釜市南町5-10

多賀城中央歯科医院
松島中央歯科医院
かわぐち歯科医院
吉田歯科医院
泉沢歯科医院
刀根歯科医院
川村歯科医院
郷家第三歯科医院

㊐
㊐
㊐
㊐

㊍・繁忙
㊎・繁忙
㊏・繁忙
㊐・繁忙

12月  6日
12月13日
12月20日
12月27日
12月31日

令和3年  1月  1日
1月  2日
1月  3日

休日・急患診療（内科・小児科）のご案内

診療場所

午後6時30分～午後9時30分

● 問合先　松島病院　　　　　　　　　　　松島町高城字浜1-26　 ☎354-5811
    　　　　塩釜地区休日急患診療センタ－　塩釜市錦町7-10　　　 ☎366-0630

松島病院

塩釜地区
休日急患
診療センター

日曜・休日（国民の祝日）

日曜・休日（国民の祝日）

土曜日（休日に当たる日を除く）

内科・小児科

内　科

午前8時45分～午前11時30分
午後１時～午後4時30分

 小児科
（１５歳まで）

昼夜間

診療科目受付時間診　　療　　日

 

★困ったときは相談員に相談してください。★
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文
化
財
で
見
る
松
島
の
歴
史

▲ 高城初原村で文政１１年２月に生まれた新生児を報告する「出生調」

　

18
世
紀
後
半
以
降
の
仙
台
藩
領
内
で
は
人
口
の
減
少
と
そ
れ
に
伴
う
田
畑
の
荒
廃

が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
領
民
の
間
で
間
引
き
や
堕
胎
が
習
俗
化
し
て
い
る
こ

と
が
生
産
人
口
減
少
の
一
因
で
あ
る
と
し
て
、
藩
で
は
た
び
た
び
禁
令
を
出
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
文
化
４
年
（
１
８
０
７
）
に
は
赤
子
養
育
仕
法
が
制
度
化
さ
れ
、

現
在
の
松
島
町
域
や
そ
の
周
辺
の
村
々
で
も
そ
の
影
響
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
『
松
島
町
史
』
編
纂
の
際
に
収
集
さ
れ
た
史
料
群
の
中
に
は
、
宮
城
郡
高
城
（
松
島

村
・
高
城
新
町
・
高
城
本
郷
・
磯
崎
村
・
手
樽
村
・
初
原
村
・
根
廻
村
・
幡
谷
村
・

竹
谷
村
・
赤
沼
村
・
寒
風
沢
浜
・
野
々
島
・
朴
島
）
、
黒
川
郡
（
羽
生
村
・
不
来
内

村
・
味
明
村
・
中
村
・
山
崎
村
・
土
橋
村
・
鶉
崎
村
・
成
田
村
・
川
内
村
・
粕
川
村

・
大
松
沢
村
）
及
び
宮
戸
（
室
浜
・
里
浜
・
月
浜
・
大
浜
）
の
各
村
々
の
赤
子
養
育

仕
法
に
関
連
す
る
史
料
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

仙
台
藩
の
赤
子
養
育
仕
法
は
①
妊
娠
・
出
産
管
理
、
②
養
育
料
の
支
給
、
③
養
育

意
識
の
教
化
（
＝
間
引
き
教
諭
書
に
よ
る
教
諭
）
と
い
う
三
つ
の
方
針
を
骨
子
と
し

て
い
ま
し
た
。
村
方
で
は
郡
奉
行
の
配
下
で
あ
る
郡
方
横
目
の
も
と
に
赤
子
養
育
方

係
役
人
が
置
か
れ
、
そ
の
指
導
を
う
け
て
村
ご
と
に
肝
入
・
組
頭
を
中
心
に
施
策
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
村
々
の
枠
を
超
え
て
施
策
を
推
し
進
め
る
中
心
と
な
る
「
赤
子
制
道
役
」

と
し
て
、
文
政
〜
天
保
年
間
（
１
８
１
８
〜
１
８
４
４
）
は
幡
谷
村
の
用
吉
、
幕
末

（
安
政
末
〜
万
延
年
間
頃
）
に
は
亭
治
と
い
う
人
物
の
名
前
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
赤
子
制
道
役
に
は
志
の
あ
る
百
姓
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
各
村
々
の
肝
入
・
組

頭
か
ら
妊
娠
・
出
産
調
査
報
告
書
の
提
出
を
受
け
る
ほ
か
、
死
産
だ
っ
た
場
合
の
状

況
見
分
、
新
生
児
の
養
育
料
を
希
望
す
る
者
か
ら
の
願
書
の
取
り
ま
と
め
な
ど
、
赤

子
養
育
仕
法
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
業
務
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

（
参
考
文
献
：
仙
台
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
仙
台
市
史　

通
史
編
５　

近
世
３
』（
２

０
０
４
年
）
、
沢
山
美
果
子
『
出
産
と
身
体
の
近
世
』
（
頸
草
書
房
、
１
９
９
８
年
））

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
学
芸
員
：
泉
田
）

　

11
月
８
日
、
松
島
町
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
野
外
炊
飯
研
修
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
Ｏ
Ｂ
に
教
わ
り
な
が

ら
、
薪
の
組
み
方
や
火
の
お
こ
し
方
、
飯
ご
う

を
使
っ
た
ご
飯
の
炊
き
方
を
学
び
ま
し
た
。
飯

ご
う
の
上
に
木
を
当
て
、
飯
ご
う
内
の
水
の
沸

騰
具
合
を
確
認
す
る
方
法
や
、
片
付
け
を
効
率

よ
く
行
う
た
め
の
事
前
準
備
の
仕
方
な
ど
、
様

々
な
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
は
、
ゲ
ー
ム
や
ダ
ン

ス
の
研
修
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
野
外
活
動
、

体
験
活
動
の
研
修
も
積
ん
で
い
ま
す
。
地
区
子

ど
も
会
な
ど
で
野
外
活
動
を
計
画
す
る
際
は
、

ぜ
ひ
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
力
を
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

●
問
合
先　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
４

―
 

古
の
文
書
を
ひ
も
と
く 

11―

　

松
島
町
域
周
辺
に
お
け
る
赤
子
養
育
仕
法 

①

き
も
い
り

あ
か
ご
せ
い
ど
う
や
く

む
ら
か
た

ま
び

あ 

か 

ご  

よ 

う 

い 

く 

し  

ほ 

う

だ
た
い

こ
お
り
ぶ
ぎ
ょ
う

こ
お
り
が
た
よ
こ
め

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
奮
闘
中
！

Ｖ
ｏ
ｌ
．40

▲飯ごう内の水の沸騰具合を調べています。

20 広報まつしま

▲温水プールに美遊に通う
　鈴木正さん

＜牡蠣と白菜の豆乳煮＞

（一人あたり）
エネルギー：１６２kcal　
食塩相当量：１.０g

一緒にヘルスメイトとして活動しませんか？
おいしく食べるコツや健康になるためのヒントを学んで、食生活改善推進員（ヘルスメイト）として一緒に町の食育を推進し
ましょう！
● 定例会実施日　毎月第４金曜日に開催（※変更あり）
● 会　　　　費　２,０００円（１年分）
● 申込・問合先　健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）　☎３５５-０７０３

　牡蠣は「海のミルク」と呼ばれるほど、さまざまな栄養素が豊富に含まれ
ています！
　定番のフライや鍋物以外に、いつもとひと味違う料理を作ってみてはいか
がですか？

（作り方）
①牡蠣は下処理をしておく。白菜は、芯の
　部分を斜めそぎ切りにし、葉の部分はざ
　く切りにする。長ねぎは斜めうす切り、しょうがは皮をむいてせん切りにする。
②鍋にサラダ油を熱し、①の野菜を炒めたら、だし汁を加える。白菜がしんなりしたら下
　処理をした牡蠣を加えてひと煮立ちさせる。豆乳を入れて沸騰させないように２～３分
　煮て、塩こしょうで味を調える。
③水溶き片栗粉を入れて、とろみがでたら器に盛り付け、小口切りにした小ねぎを上に飾
　る。

※
祝
金
贈
呈
対
象
者
は
米
寿
は
町
内

在
住
５
年
以
上
、
白
寿
は
町
内
在
住

10
年
以
上
の
方
で
、
誕
生
月
の
初
日

に
松
島
町
住
民
と
し
て
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
と
な
り
ま

す
。

11
月
敬
老
祝
金
贈
呈
者

米
寿
お
め
で
と
う

◆ 　

山　

房
三　
　

（
磯
崎
）

◆ 

石
川　

信
廣　
　

（
初
原
）

◆ 

鈴
木　

し
げ
子　

（
下
竹
谷
）

◆ 

髙
橋　

玲
吾　
　

（
磯
崎
）

◆ 

星　
　

京
子　
　

（
磯
崎
）

◆ 

今
野　

喜
代
子　

（
高
城
）

◆ 

雫
石　

と
み
子　

（
手
樽
） 

◆ 

佐
藤　

信
子　
　

（
磯
崎
）

◆ 

得
可
主　

六
郎　

（
松
島
）

◆ 

阿
部　

き
よ
子　

（
北
小
泉
）

◆ 

阿
部　

幸
子　
　

（
本
郷
）

◆ 

小
幡　

と
み
よ　

（
桜
渡
戸
）

◆ 

伊　
　

信
子　
　

（
本
郷
）

◆ 

櫻
井　

安
廣　
　

（
本
郷
）

◆ 

小
松　

ヒ
デ
子　

（
北
小
泉
）

◆ 

髙
澤　

敦
子　
　

（
松
島
）

健
康
リ
レ
ー　

〜
元
気
の
秘
訣
お
伝
え
し
ま
す
！
〜

（
鈴
木
正
さ
ん
）

 　
今
回
は
磯
崎
地
区
の
鈴
木
正
さ
ん
に
健
康
の
秘
訣
を
伺
い
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
の
健
康
の
秘
訣
は
、
毎
日
家
か
ら
25
分
か
け
て
歩
き
、
美
遊
の
プ

ー
ル
に
通
う
こ
と
だ
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
プ
ー
ル
で
は
、
流
れ
る
プ
ー
ル
を

反
対
に
歩
く
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
１
８
０
０
m
）
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
合
計
２

時
間
行
っ
て
い
ま
す
。

　

鈴
木
さ
ん
は
調
理
師
と
し
て
働
い
て
い
た
と
き
に
膝
の
痛
み
が
続
き
、
休
職

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
筋
肉
を
つ
け
て
治
す
こ
と
が
大
切
だ
と

知
り
、
そ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
プ
ー
ル
に
毎
日
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

美
遊
に
通
っ
た
当
初
は
歩
く
の
も
大
変
で
し
た
が
、
通
い
は
じ
め
て
か
ら
２
年

が
経
っ
た
今
で
は
、
膝
の
痛
み
も
軽
く
な
り
、
仕
事
復
帰
を
目
標
に
毎
日
続
け

て
い
ま
す
。

　

運
動
や
食
生
活
を
改
善
し
よ
う
と
心
が
け
て
も
継
続
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ

と
で
す
。
鈴
木
さ
ん
の
よ
う
に
具
体

的
な
目
標
を
持
つ
こ
と
が
、
継
続
す

る
た
め
に
一
番
大
切
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

次
回
の
健
康
リ
レ
ー
は
松
島
地
区

に
お
住
ま
い
の
佐
藤
と
も
江
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
す
。

材料（４人分）
牡蠣・・・・・・・・２００ｇ
白菜・・・・・・・・３００ｇ
長ねぎ・・・・・・・　１/２本
しょうが・・・・・・・１０ｇ
だし汁・・・・・・・１カップ
豆乳・・・・・・・ ４００cｃ
塩・・・・・・・・ひとつまみ
こしょう・・・・・・・・少々
サラダ油・・・・・・大さじ１
　かたくり粉・・・・大さじ２
　水・・・・・・・・大さじ２
小ねぎ・・・・・・・・・適宜
〔

白
寿
お
め
で
と
う



内　　　　　容 日　付 時 　 間 場　　所 備　　　　　　　考

※左記の日程以外での交付も可能なのでご連絡ください。
※マイナンバーが確認できる書類と、運転免許証などの身元
確認書類をお持ちください。

健康や栄養、歯科口腔に関することなど保健師、管理栄養士、
歯科衛生士が幅広く相談に応じます。

母子健康手帳の交付

健康相談
～赤ちゃんから成人の方どなたでも～

保健福祉センター
どんぐり

午前９時３０分
　　  ～午前１１時

午前１０時
                 ～正午

１２月　７日㊊
２１日㊊

１２月　７日㊊
   

■その他のご案内

●健康長寿課健康づくり班(保健福祉センターどんぐり)　☎３５５-０７０３　FAX３５３-３７２２

内　　　　　容 日　付 受付時間受付時間 場　　所 対　　　　　　　象

２歳６か月児歯科健診

３歳６か月児健診

１歳６か月児健診

午後１時
　～午後１時１５分

保健福祉センター
どんぐり

１２月　１日㊋

１２月　４日㊎

１２月　８日㊋

■乳幼児健診と予防接種のご案内

【おもちゃ病院の開院】
　壊れたり動かなくなったりした大切なおもちゃをドクターがお預かりして、可能な限り原則無料で治療（修理）します。
※一旦お預かりし、修理後に児童館で受け取りとなります。
● 日　時　１２月１９日㊏　午前１０時～午後１時
● 場　所　松島町児童館　集会室
● その他　（１）新品の部品と交換が必要な場合は、事前にご相談のうえ実費を頂くことがあります。
　　　　　 （２）説明書や箱、付属品があれば一緒にお持ちください。
　　　　　 （３）不要になったおもちゃは、部品を活用しますので捨てずにお譲りください。
● 問合先　瀬上（おもちゃ病院ひまわり）　☎３５４-２８７３

平成３０年５月～平成３０年６月生

平成２９年５月～平成２９年６月生

平成３１年４月～令和元年５月生

令和３年度松島町留守家庭児童学級入級のご案内

●問合先　町民福祉課こども支援班　☎３５４-５７９８　松島町児童館　☎３５４-６８８８

◆対 象 児 童

新規申請の方 継続入級の方

受付場所

受付時間

各留守家庭児童学級・児童館

開級時間内

町民福祉課こども支援班

午前９時～午後５時まで

◆場　　　所

◆費　　　用

◆申込書の配布場所
◆提 出 書 類
◆受 付 期 間

帰宅後に両親、祖父母等が不在で保育をする者がいない松島町立小学校に在学する児童（１～６年生）。
※ただし、低学年の児童が優先となります。
たんぽぽ学級（一小学区）：松島町児童館
ひまわり学級（二小学区）：松島第二小学校内
どんぐり学級（五小学区）：品井沼農村環境改善センター
利用料：月額２，０００円　　
おやつ代の実費：月額２，０００円（参考：令和２年度）

　　　松島町町民福祉課こども支援班、児童館、各留守家庭児童学級、各保育所
入級申込書（児童の写真を添付）、児童生活調査票、勤務証明書
１２月１６日㊌～令和３年１月２０日㊌　土・日・祝日・年末年始を除く。

　町では、両親や祖父母が仕事や介護で日中留守にする家庭の児童を対象に、下校後に安心して過ごす場として、留守家庭児童学級を

開級しています。
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松島の子育て 検索

開　館　時　間　　
月～土曜日　午前９時開館
小学生：午後４時３０分まで （１１月～３月)
中学生：午後６時まで　高校生：午後７時まで
新型コロナウイルス感染予防のため、開館時間
短縮しています。詳しくは児童館までお問い合
せください。

休　　館　　日　　
日曜・祝日・年末年始（１２月２８日㊊～１月４日㊊）　

松島町児童館
じ　　　どう　　  かん

松島町子ども
支援班
Facebook

https://www.facebook.com/
MatsuKodomo/

松島町
子育て
支援サイト

https://matsushima-kosodate.com/

イ　ベ　ン　ト 対　　　　象 日 　 程 時　　間 内　　　容

✿リトミックの日

✿親子ヨガ教室
定員：10組
※申込受付中

✿希望園に行ってみよう会

どんぐり保健室
※予約不要

✿赤ちゃんほっとサロン
※予約不要

午前１０時３０分
　　　～午前１１時

午前１０時
　　　～午前１１時

午前１０時
～午前１１時３０分

午前１０時
～午前１１時３０分

午前１０時
～午前１１時３０分

１２月　９日㊌

１２月１０日㊍

１２月１８日㊎

１２月２１日㊊

１２月２２日㊋

●松島町児童館　　☎３５４-６８８８　FAX３５５-１０２２
■各イベント開催のご案内

未就学児親子

０.1歳児親子

希望者は予約が
必要です

０歳～１８歳までの
お子さんとその保護者

乳児(０歳児)親子

✿マークは乳幼児親子向けのイベントです。

教　　室　　名 日 　 程 時　　間 内　　　　　　　　容

✿読み聞かせの会

✿なかよし教室

午前１０時３０分
　　　～午前１１時

午前１０時３０分
～午前１１時３０分

読み聞かせボランティア「おはなしころころ」さんによる絵本や紙芝居、
パネルシアターなど児童文化を楽しみます。

保育士の先生やお友達と一緒にクラス活動を経験します。２～３歳児の
教室です。

１２月１４日㊊

１２月２３日㊌

■親子教室等の日程(下記の教室は登録した親子が対象です)

✿マークは乳幼児親子向けの教室です。

ピゥピアノ音楽教室の鈴木先生がボランティ
アで児童館に遊びにきてくれます。音楽に
興味のある親子さん集まれ♪

親子で体を動かして心も体もリフレッシュ
しましょう！自宅でも出来る親子あそびの
ヒントにもなりますよ！ぜひご参加くださ
い♪講師は、ヨガインストラクター尾形華
香さんです。
持ち物：タオル、水分補給用飲み物

「希望園」は、親子が一緒に療育を受けな
がら、お子さまにとって必要な生活習慣の
確立と成長に関する支援を行っている場所
です。

松島町の保健師、栄養士とお子さまの成長
や予防接種、ことば、離乳食についてお話
ししませんか？気軽に遊びに来て下さい♪

初めての育児や、赤ちゃんとの生活で戸惑
うこともあるかと思います。助産師・保健
師と一緒に、赤ちゃんのこと、母乳のこと
などお話ししてみませんか？ 赤ちゃんを囲
みながらほっと一息つける時間を過ごしま
しょう。

児童館の保育士が育児サ
ークル「まつしまキッズ」
さんのハロウィン会にお
じゃましました。

来館時にはマスクの着用、手洗い、手指の消毒をお願いします。皆様が安心して利用できるようご協力をお願い致します。

毎年恒例の「クリスマスパーティー」は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とさせて頂きます。
ご理解の程、よろしくお願いいたします。

トリッ
ク・オ

ア・

トリー
ト！

【クリスマスパーティー中止のお知らせ】
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 子
育
て
　
　
　
 健
康
　
　
　
 福
祉
・
介
護
　
　
　
 観
光
　
　
　
　
 ス
ポ
ー
ツ
　
　
　
 文
化
・
学
び

　
 イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
　
 〇
 囲
み
の
数
字
は
本
誌
の
該
当
ペ
ー
ジ
で
す
。

1
2
月
号
　
N
o．
5
5
2
　
令
和
２
年
1
2
月
１
日
発
行

　
i

生
活
保
護
相
談
⑰

生
活
保
護
相
談
⑰

松
島
湾
三
町
文
化
財
展

（
～
R
3
/2
/1
4
）⑬

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
㉑

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
㉑

ど
ん
ぐ
り
保
健
室
㉒

読
み
聞
か
せ
の
会
㉒

な
か
よ
し
教
室
㉒

赤
ち
ゃ
ん
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
㉒

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
相
談
⑰

女
性
の
健
康
相
談
⑰

ひき
こも

り・
思春

期こ
ころ

の相
談 ⑰

ひき
こも

り・
思春

期こ
ころ

の相
談 ⑰

こ
と
ば
の
相
談
⑰

松
島
町
職
員
採
用
試
験
申
込
開
始

（
～
15
日
）⑧

i

法
律
相
談
⑰

i

人
権
な
ん
で
も
相
談
、
行
政
相
談
、

消
費
生
活
相
談
⑰

i

法
律
相
談
会（
法
テ
ラ
ス
）⑰

i
納
期
限
⑱

（
固
定
資
産
税
 ４
期
、
国
民
健
康

保
険
税
 ９
期
、介
護
保
険
料
 ５
期
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
 ６
期
）

i

松
島
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
Q
R
コ
ー
ド
に
つ
い
て

　
松
島
町
で
は
H
P
、
In
st
ag
ra
m
、
Fa
ce
bo
ok
、
Tw
itt
er
で
最
新
の
情
報
を
発
信
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
防
災
・
防
犯
情
報
を
「
安
心
・
安
全
メ
ー
ル
」
で
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

H
P
用

Q
R
コ
ー
ド

In
st
ag
ra
m
用

Q
R
コ
ー
ド

Fa
ce
bo
ok
用

Q
R
コ
ー
ド

Tw
itt
er
用

Q
R
コ
ー
ド

安
心
・
安
全
メ
ー
ル
用

QR
コ
ー
ド

希
望
園
に
行
っ
て
み
よ
う
会
㉒

親
子
ヨ
ガ
教
室
㉒

留守
家庭

児童
学級

入級
児童

募集
開始

（～
Ｒ３

/1/
20
） ㉑

2
歳
6
か
月
児
歯
科
健
診
㉑

１
歳
６
か
月
児
健
診
㉑

３
歳
６
か
月
児
健
診
㉑

リ
ト
ミ
ッ
ク
の
日
㉒

証
明
書
発
行
・
公
金
収
納

窓
口
夜
７
時
ま
で

証
明
書
発
行
・
公
金
収
納

窓
口
夜
７
時
ま
で

証
明
書
発
行
・
公
金
収
納

窓
口
夜
７
時
ま
で

証
明
書
発
行
・
公
金
収
納

窓
口
夜
７
時
ま
で

証
明
書
発
行
・
公
金
収
納

窓
口
夜
７
時
ま
で

こ
こ
ろ
の
相
談
⑰

健
康
相
談
㉑

お
も
ち
ゃ
病
院
㉑

認
知
症
相
談
⑰

ＨＩ
Ｖ・
クラ

ミジ
ア抗

体検
査、

肺炎
検査
、

梅毒
抗体
検査
、骨
髄バ
ンク
登録
受付
⑰

ＨＩ
Ｖ・
クラ

ミジ
ア抗

体検
査、

肺炎
検査
、

梅毒
抗体
検査
、骨
髄バ
ンク
登録
受付
⑰

　
掲
載
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
中
止
ま
た
は
延
期
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
お
出
か
け
前
に
各
記
事
に
記
載
さ
れ
て
い
る
番
号
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
各
種
情
報
は
P
7
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

元
旦
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